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9月定例会9月定例会
　令和７年９月定例会を９月２日から９月１９日まで１８日間開き、同意案件２件、条例の一部
改正６件、令和７年度補正予算７件、令和６年度各会計決算認定７件などを審議しました。
　また、５人の議員が質問を行い、町当局の考えをただしました。
　（議案審議の結果は８ページに記載）

新教育長の任命新教育長の任命

教育に更なる力を

　現教育長の平郡秀幸氏の任期が令和７年９月
末日をもって満了となるため、後任に赤松幸

さち
子
こ

氏を教育長に任命しました。任期は、令和７年
１０月１日から３年間です。

問� 答�
　現在、赤松幸子氏が取り組んでおられる、
こどもの居場所等の管理運営および不登校児
童生徒への支援活動などの維持後継は。

　今後の不登校対策事業は、教員資格を有し
ている職員が年度末まで引き継ぎ、事業を推
進する予定です。

東部コミセン東部コミセン
家具備品購入家具備品購入

新しい備品でより良いコミセンに

　令和８年２月竣工予定の東部コミュニティセ
ンターが、同年４月から業務開始するにあたり、
使用する家具備品を購入します。
　購入にあたり、８月２１日に条件付き一般競
争入札を行いました。納入期限は、令和８年３
月２７日までです。

問� 答�
　新東部コミセンの備品購入に関して、古い
備品で使えるものはどうするのか、また、使
えないものの破棄費用の計上は。

　古い備品は、他のコミセンで使用するなど
用途が決まるまで、現コミセンで保管し、不
要分は、その後に処分を考える。
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ごみ収集車の購入ごみ収集車の購入

計画的に更新される収集車

　平成２５年に購入した塵芥収集車が、購入か
ら１２年を経過するため更新します。
　購入にあたり、８月２１日に条件付き一般競
争入札を行いました。納入期限は、令和９年３
月３１日までです。

問� 答�
　納期は令和９年となっているが、なぜこの
ように納期が遅くなるのか。

　近頃、頻繁に保安基準が改正される。その
たび、各メーカーが仕様変更しており、受注
がストップされる。そのため、受注がひっ迫
してしまい、納期が延びている。

浄水施設修繕費の増額浄水施設修繕費の増額

安心な水の供給を（第３浄水場）

　浄水施設の内面防水改修工事について、経費
区分の選択に誤りがあったことが明らかになっ
たため、令和７年度予算の増額を行うとともに、
債務負担限度額の変更を行います。

問� 答�
　建築工事から水道施設工事に、経費区分を
見直し再積算して、大きく工事費が増えた要
因は。

　浄水施設の基幹施設で、徹底した衛生管理
が求められる施設となる。施工業者は、特別
な衛生基準と技術が求められ、現場管理等の
経費が増えた。
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　令和６年度決算については、決算特別委員会を設置して、９月
１２・１６・１７日の３日間で各会計の歳入歳出決算事項別明細書
などに基づき審査を行い、一般・特別会計の決算を認定しました。
　水道・下水道事業会計については、決算を認定し、利益の処分
を可決しました。（質疑は６～７ページに掲載）

　一般会計の歳入147億9445万円は令和５年度と比べて13.２％増となっていますが、大きな要因となっ
ているのは令和５年度比較で119.1％増の12億5884万円の基金繰入金（財政調整基金９億9234万円、公
共施設整備基金２億２４３２万円、その他基金4218万円）が歳入となっているためです。財政調整基金繰
入金は、財源に余裕がある時に積み立てた「財政調整基金」から、財源が不足する年度に一般会計へ資金
を移動させることです。町税としては、1989万円の減となっています（当初予算額56億8450万円に対
し、決算額は56億8247万円）。
※�基金は、直接事業に充当することができないため、事業費にあてる場合に、まず一般会計へ繰入金とし
て資金を移動させ、歳入として計上してから事業費に充当することになります。

決
算
審
査
の
流
れ

９月１９日
本会議で審議
→委員長報告
→会計ごとに討論・
　　　　　　採決

９月２日
本会議で
　　審議開始
→提案説明・
　　　　質疑
→決算特別
　委員会を設置

９月１２日
　　１６日
　　１７日
決算特別委員会で
　　　　審査開始
→所管課別 補足説明・質疑
→討論・採決

※千円以下は四捨五入しているため、合計が合わない場合があります。

民生費
教育費
衛生費
総務費
公債費
土木費
消防費
その他
総額

民生費
教育費
衛生費
総務費
公債費
土木費
消防費
その他
総額

56億6613万円
25億6480万円
8億285１万円
18億858万円
9億9229万円
10億9243万円
5億480万円
3億483万円

137億6237万円

56億6613万円
25億6480万円
8億285１万円
18億858万円
9億9229万円
10億9243万円
5億480万円
3億483万円

137億6237万円

歳出 137憶6237万円
一般会計

歳入 147憶9445万円
令和６年度決算

5億9548万円
5億6019万円
1億8816万円
3億3113万円

491万円
1216万円
1246万円
5954万円

13億5298万円

5億9548万円
5億6019万円
1億8816万円
3億3113万円

491万円
1216万円
1246万円
5954万円

13億5298万円

前年度比較
町税
繰越金
繰入金
諸収入など
国庫支出金
町債
地方交付税
県支出金
その他
総額

町税
繰越金
繰入金
諸収入など
国庫支出金
町債
地方交付税
県支出金
その他
総額

56億8247万円
1億6394万円
12億5884万円
5億7263万円
24億6264万円
6億7935万円
15億4209万円
10億8182万円
13億5068万円
147億9445万円

56億8247万円
1億6394万円
12億5884万円
5億7263万円
24億6264万円
6億7935万円
15億4209万円
10億8182万円
13億5068万円
147億9445万円

令和６年度決算
1989万円
6340万円

6億8431万円
8297万円
9484万円

3億5078万円
2億3492万円
1億1269万円
2億4389万円
17億2111万円

1989万円
6340万円

6億8431万円
8297万円
9484万円

3億5078万円
2億3492万円
1億1269万円
2億4389万円
17億2111万円

前年度比較

自
主
財
源

自
主
財
源

依
存
財
源依

存
財
源

一般会計
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令和６年度

決算特別委員会



費用費用対対効果効果のの意識強化意識強化をを
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議会の視点
　監査委員の報告によると、令和６年度の人
件費は前年度と比較して大きく増額している
が、人件費の増額について全庁的に認識の薄
さが伺えるとされている。
本町はどのように受け止めているか。

監査委員の視点
　監査委員が行う監査・検査・審査その他の
行為は、播磨町の事務の管理や執行などにつ
いて、法令に適合し正確で、経済的、効率的
かつ効果的な実施を確保し、住民の福祉の増
進に資することが目的です。

　会計年度任用職員制度が地方公務員法の改正に伴い令和２年４月から導入され、これ
までのパート職員などが会計年度任用職員に移行した。会計年度任用職員の創設により
期末手当が支給されるようになったが、令和６年度より勤勉手当の支給も始まっている。

　職員の配置については、適時職員にヒアリングを実施しており、各業務量に適した人員
配置ができているか精査している。
　時間外勤務については、前年度比較での増減を総務課で集約し、増加があった課につい
ては増加要因を分析してもらい、各部長から指導している。
　特定の職員に偏った事務執行になっている課が存在することについては、総務課として
は重く受け止めて業務の平準化をしっかりと進める。

　【支援業務】
　令和４年１０月１日の組織機構改革で、安全性や経済性を考慮しながら、良質な公共建
築物を住民に提供するため、営繕課が設置された。営繕課および土木課において受託工事
を適切に行っている。令和６年４月１６日に起こった降雹により、町内各施設においても
窓ガラスが割れたり、屋上防水シートの損傷など、多くの被害が出た。
　このような非常時に施設所管課からの支援依頼に基づき、迅速に対応し、他市町よりも
早い段階で改修工事に取りかかれたことは評価すべき点である。
　【根拠に基づいた事務処理】
　各課においてプロポーザル方式による業者選定を行っている。ガイドラインはあるもの
の、実際の詳細な運用については所管課の仕様書によるところが大きい。プロポーザルの
選定委員が町職員で構成されているケースが多数見受けられるので、外部委員の登用を積
極的に行い、選定内容の充実と公平性がより図られることを望む。

質疑質疑

役割役割

答弁答弁

意見意見



マイクロバスのマイクロバスのマイクロバスの
有効活用は有効活用は有効活用は

電子入札導入への電子入札導入への電子入札導入への
効果は効果は効果は

消防団員の消防団員の消防団員の
定数確保は定数確保は定数確保は

屋外広告物規制は屋外広告物規制は屋外広告物規制は

見守りカメラの見守りカメラの見守りカメラの
移設は移設は移設は

町内事業者町内事業者町内事業者
落札数は落札数は落札数は

問 以前、自治会利用の年２
回を要望し、今後の利用状況
を見ながら検討するとの答弁
であったが、検討されたのか。
　

答 マイクロバスの契約を見
直して、住民の方により有効
に活用して頂くようなことも
検討する。

問 令和７年度の電子入札導
入に向けて準備を進めたが、
費用対効果についての考え
は。

答 時間および人件費の削
減、またミスの防止が図られ
ることにより、メリットがあ
るものと認識している。

問 定数に対して８０％を
切ってる状況であり、消防団
員がいない地区もあるが、団
員を増やすための活動は。　
　

答 広報での活動の周知や、
成人式でリーフレット等を
配って加入の促進に努めてい
る。

問 簡易除去する貼り紙に
は、剝がしても再度貼られる
のか。貼った相手に対して注
意喚起が必要ではないのか。

答 同じような貼り紙が多い
がアプローチはしていない。
子どもたちにとって良くない
広告にはアプローチをとりた
い。

問 見守りカメラ設置の同意
が得られない場合は、場所を
変更している。効果に影響が
ないのに、なぜ地域要望には
応じないのか。

答 更新の時期になったとし
てもベストは今の場所だと認
識している。一番適切な場所
に付けさせていただいている。

問 入札における町内事業者
落札率が、令和５年度の
３２％から令和６年度は
２５％へ低下している理由は。

答 令和６年度、町内の優先
発注にあたる事業が少なかっ
たため、令和５年度の２２件
から令和６年度は１４件と
なった。

庁バスの有効活用を ポンプの定期点検

令和６年度の各事業の執行が、適切妥当であったのかを慎重に審査するため、同審査を令和６年度の各事業の執行が、適切妥当であったのかを慎重に審査するため、同審査を
決算特別委員会に付託し、３日間にわたり、さまざまな視点からの質疑を行いました。決算特別委員会に付託し、３日間にわたり、さまざまな視点からの質疑を行いました。
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中学校部活動中学校部活動中学校部活動
地域移行の推進は地域移行の推進は地域移行の推進は

福祉しあわせセンター福祉しあわせセンター福祉しあわせセンター
の修繕はの修繕はの修繕は

シニアクラブ減少シニアクラブ減少シニアクラブ減少
への対応はへの対応はへの対応は

空き家の空き家の空き家の
有効活用は有効活用は有効活用は

乳幼児健診と乳幼児健診と乳幼児健診と
５歳児相談は５歳児相談は５歳児相談は

物価高騰における物価高騰における物価高騰における
運営は運営は運営は

問 外部指導者の採用や研修
等は、スポーツクラブ２１は
りまが行っているが、事故発
生時の責任の所在は。　　　
　

答 組織としての保険も加入
しているが、問題発生時の最
終的な責任は、行政にある。

問 老朽化し、破損箇所が何
年も修理改善されていない
が、住民が快適に利用するた
めにも修繕するべきでは。

答 指定管理者とともに、修
繕箇所を確認し、早急に対応
していく。

問 地域のシニアクラブが減
少傾向にあるが、それを補う
ような取り組みはあるのか。

答 解散した後の受け皿がな
いとの声もあり、地元のシニ
アクラブがなくても、シニア
クラブ連合会に参加できる。

問 小さな播磨町では空き家
の有効活用も重要だが、空き
家所有者への働きかけなどは
行っているのか。

答 空き家の適正管理に関連
して訪問する際に、必要に応
じて売却を進めるなどの相談
に応じている。

問 乳児・１０か月・１歳６
か月・３歳児と５歳児で、受
けた人数が対象者より少な
い。全員が受けることができ
たのか。

答 令和７年３月時点では、受
けていない方もいた。兄弟児
の健診受診時や電話等で確認
を取り、把握は全員できている。

問 社会教育施設であるコミ
センの運営は、物価・人件費
高騰を受けての相談はあった
のか。

答 住民サービスの向上等を
目的とした月1回の指定管理
者の会議で、今後も相談に
乗っていきたい。

外部指導者による指導 シーサイドドームでのモルック大会

決算特別委員会決算特別委員会決算特別委員会決算特別委員会
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議案の審議結果議案の審議結果【令和７年９月定例会】【令和７年９月定例会】

全  員  賛  成 で可決・認定した議案で可決・認定した議案
　　　　議　案 議決日

町 

長 

提 

出

人　事
教育長の任命同意

９/２
教育委員会委員の任命同意

条　例

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例制定

９/２
税条例の一部を改正する条例制定

水道事業給水条例の一部を改正する条例制定

下水道条例の一部を改正する条例制定

監査委員条例の一部を改正する条例制定
９/１９

町長等の損害賠償責任の上限を定める条例の一部を改正する条例制定

令和７年度
予　算

一般会計補正予算（第３号）

９/２

国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

財産区特別会計補正予算（第１号）

介護保険事業特別会計補正予算（第２号）

後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）

水道事業会計補正予算（第１号）

下水道事業会計補正予算（第２号）

令和６年度
決　算

一般会計歳入歳出決算

９/１９

国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

財産区特別会計歳入歳出決算

介護保険事業特別会計歳入歳出決算

後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算

水道事業会計利益の処分及び決算

下水道事業会計利益の処分及び決算

契　約

物品購入契約締結の件（塵芥収集車購入）

９/２物品購入契約締結の件（東部コミュニティセンター家具備品購入）

工事請負契約締結の件（大池堤体改修工事（第２期））
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質 問 者 質　　問　　事　　項

１ 　公明党
　　木村　晴恵

（１）学童保育の現状は
（２）防災は
（３）感染症ワクチンは

２ 　チーム新星
　　奥田　俊則

（１）教育（学力調査）は
（２）荒廃農地及び耕作放棄地は

３ 　チーム新星
　　神吉　史久

（１）酷暑に対応したまちづくりを
（２）交通事故削減のためには

４ 　無所属
　　浅原　俊也

（１）自治会の活性化は
（２）喜瀬川側道の安全対策は

５ 　播磨町民の会
　　宮宅　良

（１）持続可能な行政経営を
（２）自治体業務の効率化を

９月９日、１０日の２日間、５人の議員が一般質問を行い、
町政全般にわたり町当局の考えをただしました。

一般質問とは、議員が町政全般にわたり、その
執行状況または将来の方針に対する質疑、政策
的提言などを執行機関に行うものです。録画配信
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学
力
調
査 チーム新星

奥
おく
田
だ
 俊
とし
則
のり
議員

全
国
学
力
テ
ス
ト
の

全
国
学
力
テ
ス
ト
の

　
　
結
果
と
課
題
は

　
　
結
果
と
課
題
は

答
弁

問
題
ご
と
に

　
　
正
答
率
を
比
較
す
る

問　

経
年
変
化
分
析
調
査
に
お
い
て
、

全
教
科
で
成
績
が
下
が
っ
た
。
結
果
を

分
析
し
、
課
題
や
改
善
点
を
洗
い
出
す

方
法
は
。

答　

本
調
査
の
結
果
の
分
析
は
、
問
題

の
種
類
ご
と
に
正
答
率
を
比
較
、
ど
の

単
元
の
理
解
が
不
足
し
て
い
る
か
を
特

定
す
る
。
無
回
答
率
や
誤
答
傾
向
に
つ

い
て
も
詳
細
に
分
析
し
、
そ
の
結
果
を

校
長
会
等
で
共
有
し
、
個
々
の
学
校
の

課
題
に
応
じ
た
改
善
策
を
講
じ
る
。　

　
　
　

問　

学
習
習
慣
の
確
立
、
学
習
意
欲
の

向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

答　

学
習
習
慣
の
確
立
は
、
各
学
校
で

家
庭
学
習
の
あ
り
方
を
判
断
す
る
。

個
々
に
応
じ
た
無
理
の
な
い
学
習
計
画

を
立
て
、
取
り
組
ま
せ
て
い
る
。
あ
わ

せ
て
、
家
庭
学
習
の
重
要
性
を
啓
発
し

て
る
。学
習
意
欲
の
向
上
は
、「
わ
か
る
・

で
き
る
」
と
い
う
成
功
体
験
を
積
み
重

ね
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
児
童
生

徒
が
主
体
と
な
る
授
業
ス
タ
イ
ル
の
改

善
に
向
け
て
、
研
究
を
進
め
て
い
る
。

荒
廃
農
地
の
指
導
は

荒
廃
農
地
の
指
導
は

答
弁 � �

改
善
文
書
を
送
付

問　

荒
廃
農
地
の
把
握
と
指
導
は
。

答　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
等
で
、
管
理
不

良
な
農
地
を
把
握
し
、
当
該
農
地
の
所

有
者
に
、
適
正
に
管
理
す
る
よ
う
改
善

文
書
を
送
付
し
て
い
る
。

問　

農
地
法
第
42
条
「
市
町
村
長
は
必

要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
命
じ
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
あ
る
が
行
使
は
。

答　

全
国
的
に
行
使
し
て
い
る
事
例
が

な
い
の
で
難
し
い
。

学習風景

問　

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
Ｒ
Ｓ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る

呼
吸
器
の
感
染
症
で
あ
る
。
乳
幼
児
の

発
症
の
中
心
は
０
歳
児
と
１
歳
児
と
な

り
、
成
人
が
発
症
し
て
も
風
邪
の
よ
う

な
症
状
に
な
る
が
、
慢
性
呼
吸
器
疾
患

の
あ
る
高
齢
者
や
免
疫
不
全
者
な
ど
に

と
っ
て
は
、
急
性
の
重
症
肺
炎
を
起
こ

す
原
因
と
な
る
。

　

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
は
、
乳
幼

児
や
高
齢
者
の
重
症
化
を
防
ぐ
効
果
が

期
待
で
き
る
。
よ
り
多
く
の
人
が
適
切

な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
と
し
て
公

費
に
よ
る
補
助
が
必
要
で
あ
る
。

答　

乳
児
が
生
後
６
か
月
以
内
に
感
染

し
た
場
合
に
は
、
細
気
管
支
炎
や
肺
炎

な
ど
重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
る
。
早
期

か
ら
の
予
防
が
大
変
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
希
望
す
る
妊
婦
へ
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
の
一
部
助
成
を
令
和
８
年
度

よ
り
実
施
し
た
い
。

　

ま
た
、
基
礎
疾
患
の
あ
る
高
齢
者
の

肺
炎
の
重
症
化
を
予
防
す
る
た
め
、
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
２
回
目
の
接
種
費

用
の
一
部
を
助
成
す
る
。

　

高
齢
者
の
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
関
し
て
は
、
継
続
し
て
国
の
厚

生
科
学
審
議
会
の
動
向
を
注
視
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

■　

学
童
保
育
の
現
状

■　

防
災
の
取
り
組
み

■　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
助
成
の
継
続

ワクチン接種で予防

重
症
化
を
防
ぐ

重
症
化
を
防
ぐ

ワ
ク
チ
ン
の
助
成
を

ワ
ク
チ
ン
の
助
成
を

答
弁

妊
婦
へ
の
接
種
を

　
　
　
令
和
８
年
度
か
ら

Ｒ
Ｓ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

公明党

木
き
村
むら
 晴
はる
恵
え
議員
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問　

こ
れ
か
ら
は
今
年
の
よ
う
な
暑
い

夏
を
通
常
と
考
え
、
ま
ち
づ
く
り
を
す

る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
暑
さ

対
策
を
町
全
体
で
行
う
た
め
、
ま
ち
づ

く
り
の
各
種
計
画
の
中
に
暑
さ
対
策
の

視
点
を
盛
り
込
む
考
え
は
な
い
か
。

答　

ま
ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
一
つ

に
「
生
活
環
境
を
良
好
に
保
つ
ま
ち
づ

く
り
」
を
掲
げ
、
播
磨
町
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。

問　

温
暖
化
対
策
は
気
温
上
昇
を
抑
制

す
る
た
め
に
必
要
だ
が
、
そ
れ
で
温
度

が
下
が
る
わ
け
で
は
な
い
。
暑
さ
対
策

は
別
で
考
え
る
べ
き
。

答　
「
公
園
緑
地
と
水
辺
環
境
の
保
全
」

も
目
標
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、
そ
の
た

め
の
取
り
組
み
が
酷
暑
対
策
に
も
な
っ

て
い
る
と
考
え
る
。
た
だ
、
そ
の
あ
た

り
の
関
連
が
分
か
り
に
く
い
の
で
あ
れ

ば
、
文
書
表
現
な
ど
を
考
慮
す
る
。

浜
幹
線
の

浜
幹
線
の
4040
キ
ロ
規
制
を

キ
ロ
規
制
を

問　

町
道
浜
幹
線
で
令
和
７
年
４
月
に

死
亡
事
故
が
発
生
し
た
。
再
度
、
加
古

川
市
・
明
石
市
と
連
携
し
て
40
キ
ロ
規

制
に
向
け
た
働
き
か
け
が
で
き
な
い
か
。

答　

以
前
に
も
、
警
察
に
40
キ
ロ
規
制

の
要
望
を
し
て
い
る
が
、
道
路
構
造
に

変
化
が
な
い
と
、
制
限
速
度
変
更
の
必

要
性
が
な
い
と
回
答
を
得
て
い
る
。 

問　

自
転
車
レ
ー
ン
を
作
る
な
ど
の
道

路
構
造
の
変
化
が
あ
れ
ば
、
40
キ
ロ
規

制
が
可
能
な
の
か
。

答　

車
道
の
幅
員
が
狭
ま
る
の
で
そ
う

い
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
歩
行
者
、

自
転
車
、
自
動
車
に
と
っ
て
ど
う
す
る

の
が
良
い
の
か
今
後
も
考
え
て
い
く
。

問　

役
員
の
な
り
手
不
足
や
加
入
率
の

低
下
等
の
課
題
に
対
し
て
、
自
治
会
の

活
性
化
が
必
要
で
あ
り
、
町
政
の
発
展

に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
。

答　

町
の
発
展
に
は
自
治
会
の
活
性
化

は
欠
か
せ
な
い
。
今
後
も
自
治
会
組
織

の
発
展
の
た
め
連
携
し
て
い
く
。

問　

自
治
会
管
理
の
ご
み
収
集
の
仕
組

み
は
限
界
に
き
て
お
り
、
根
本
的
に
見

直
し
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

答　

今
後
も
自
治
会
と
協
力
し
な
が
ら

現
在
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
に
よ
る
収

集
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

問　

自
治
会
委
託
料
の
増
額
ま
た
は
自

治
会
活
性
化
助
成
金
な
ど
の
設
置
等
、

地
域
住
民
が
求
め
る
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

活
動
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
考
え
は
。

答　

現
時
点
に
お
い
て
委
託
料
の
増
額

は
予
定
し
て
い
な
い
が
、
新
た
な
支
援

策
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

喜
瀬
川
側
道
の
安
全
対
策

喜
瀬
川
側
道
の
安
全
対
策

問　

新
幹
線
橋
梁
か
ら
明
姫
幹
線
橋
梁

ま
で
の
喜
瀬
川
左
岸
（
東
側
）
に
つ
い

て
も
転
落
防
止
柵
が
必
要
と
考
え
る
が
。

答　

全
区
間
の
設
置
は
現
時
点
で
は
考

え
て
い
な
い
が
、
危
険
度
や
ニ
ー
ズ
に

よ
り
検
討
し
た
い
。

問　

明
姫
幹
線
橋
梁
か
ら
大
中
橋
ま
で

の
町
道
部
分
は
、
転
落
防
止
と
な
っ
て

い
る
植
栽
が
枯
れ
て
抜
け
落
ち
、
危
険

な
と
こ
ろ
が
所
々
に
あ
る
。
安
全
に
通

行
す
る
た
め
の
対
策
は
。

答　

安
全
確
保
の
た
め
、
植
栽
の
植
替

え
や
柵
の
設
置
等
を
検
討
し
た
い
。

９月になっても暑い日がつづく

つながり・支え合う自治会へ町の支援を

自
治
会
支
援

自
治
会
の
活
性
化
と

自
治
会
の
活
性
化
と

　
　
更
な
る
支
援
は

　
　
更
な
る
支
援
は

答
弁

新
た
な
支
援
策
を
検
討

浅
あさ
原
はら
 俊
とし
也
や
議員

無所属

各
種
計
画
に

各
種
計
画
に

　
　
　
暑
さ
対
策
を

　
　
　
暑
さ
対
策
を

答
弁

文
章
で
の
表
現
な
ど
を

　
　
　
　
　
　
考
慮
す
る

暑
さ
対
策

神
かん
吉
き
 史
ふみ
久
ひさ
議員

チーム新星
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問　

播
磨
町
立
地
適
正
化
計
画
ま
ち
づ

く
り
の
方
針
（
案
）
に
は
、「
町
域
が

も
と
よ
り
コ
ン
パ
ク
ト
で
、
ど
の
居
住

地
で
も
概
ね
徒
歩
圏
に
お
け
る
生
活
利

便
施
設
は
充
足
し
て
お
り
、
今
後
も
確

保
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。」
と
示
さ
れ

て
い
る
が
、
本
町
に
お
け
る
立
地
適
正

化
計
画
の
必
然
性
は
。

答　

居
住
誘
導
区
域
と
都
市
機
能
誘
導

区
域
の
設
定
に
よ
り
、
生
活
サ
ー
ビ
ス

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
持
続
的
な
確
保
が

期
待
で
き
る
。
ま
た
、
土
山
駅
北
周
辺

ま
ち
づ
く
り
事
業
な
ど
今
後
予
定
し
て

い
る
事
業
に
も
、
国
庫
補
助
金
の
補
助

率
の
嵩
上
げ
が
可
能
と
な
り
、
財
政
面

に
お
い
て
も
効
果
的
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
充
実
を

ふ
る
さ
と
納
税
の
充
実
を

問　

令
和
６
年
度
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
額
（
本
町
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
額
）、

同
寄
附
に
係
る
税
額
控
除
額
（
他
市
町

に
対
し
ふ
る
さ
と
納
税
さ
れ
た
額
）
は
。

答　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
額
は

３
６
８
万
５
０
０
０
円
、
税
額
控
除
額

は
９
９
６
７
万
５
６
１
９
円
で
あ
る
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
の
進
捗
は
。

答　

９
月
中
の
募
集
開
始
を
目
指
し
て

チ
ラ
シ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
な
ど

の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

教
育
現
場
で
Ａ
Ｉ
活
用
を

教
育
現
場
で
Ａ
Ｉ
活
用
を

問　

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
Ｄ
Ｘ
ス
ク
ー
ル
の
早

期
取
り
組
み
と
積
極
的
な
Ａ
Ｉ
活
用
は
。

答　

教
育
現
場
へ
の
導
入
を
検
討
し
て

い
る
。
現
在
、
教
職
員
向
け
業
務
効
率

化
Ａ
Ｉ
を
試
験
的
に
導
入
し
て
い
る
。

どうなる立地適正化計画
（策定中）

狭
小
な
町
に

狭
小
な
町
に

　
計
画
の
必
然
性
は

　
計
画
の
必
然
性
は

答
弁

持
続
可
能
性
に

　
　
　
　
期
待
が
で
き
る

立
地
適
正
化

播磨町民の会

宮
みや
宅
け
 良
りょう
議員

　播磨町議会では、地球温暖化防止と経費節減を図るため、これまで５月から１０月までをクー
ルビズ実施期間とし、夏季の適正冷房とノーネクタイ、ノージャケット等による軽装を推奨して
きましたが、更なる節電・省エネルギー対策及び働きやすい執務環境づくりの一環として、令和
７年９月１日より通年でノーネクタイ、ノージャケット等の軽装で会議等（本会議、委員会を含
めた議会の全ての会議）に出席する通年軽装を実施します。
　なお、通年軽装の実施は、ネクタイ
やジャケット等の着用を禁止するもの
ではありません。議員自らがＴＰＯ
（時・場所・場合）によって使い分け
ることを前提とし、気象状況や執務環
境に応じて、働きやすいと感じる服装
を選択します。

播磨町議会における通年軽装（ナチュラルビズ）実施について播磨町議会における通年軽装（ナチュラルビズ）実施について

出典：国交省
「改正都市再生特別
措置法等について」

12議会だより No.270

一
般

質

問

ここをここを問問うう町政



▶日時　１２月２日（火）・９日（火）・１０日（水）�
　　　　いずれも午前１０時～�
　　　　�※　９日・１０日は一般質問の予定ですが、�

　　質問者数などによって変更になる場合があります。

▶場所　�第１庁舎３階　議場�
※　車いすの方も昇降機により入場し、傍聴していただけます。

▶請願・陳情の締め切り　�１２月定例会で取り扱う請願と陳情の締め切りは、�
１１月２５日（火）午後５時までです。

　　●問い合わせ　議会事務局　ＴＥＬ ０７９－４３５－２３８７

１２月定例会のご案内

議会ホームページ
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令和６年度　政務活動費の決算報告令和６年度　政務活動費の決算報告

会派別の使途など

会　派 議員名 交付額
（収入額）

支　　　出　　　額
返還額 主な支出内容

調査研究費 研修費 会議費 資料購入費 計

公 明 党 木村晴恵、大瀧金三 240,000 93,858 0 0 64,552 158,410 81,590 会派視察（７月）書籍購入

チーム新星
奥田俊則、大北良子、
　神吉史久、河野照代、
　細田武男

600,000 253,084 92,377 0 68,430 413,891 186,109

会派視察
（７月・１０月）
研修会参加
（５月・７月）
書籍購入

政 風 会 岡田千賀子、藤原秀策 240,000 40,462 0 0 184,004 224,466 15,534 会派視察（10月）書籍購入

播磨町民の会 宮宅良、板谷良祐 240,000 159,721 0 0 79,677 239,398 602 会派視察（７月）書籍購入

無 所 属 浅原俊也 120,000 47,389 0 0 67,322 114,711 5,289 視察（７月）書籍購入

無 所 属 竹内基就 120,000 43,157 0 0 0 43,157 76,843 視察（７月）

＝代表者　※令和６年度中の議員（代表者を含む）を表記しています。　※無所属議員も交付対象です。

　政務活動費は、同じような考えを持つ議員が構成する会派に対し、半期ごとに所属議員1人当たり月額1万円が交付され、その使
途は行財政に関する調査研究費、講演会参加などの研修費、会議費、そして図書購入などの資料購入費に限られています。収支報告
書への領収書の添付も義務付けられています。
　令和６年度は１５６万円交付し、３６万５９６７円の返還がありました。

（単位：円）



　委員会では議会閉会中も暮らしやすい町づくりに
向けて調査・研究をしています。
　なお、詳しい内容は播磨町議会ホームページの委
員会報告書をご覧ください。

委員会報告書は
こちら

総
務
建
設

総
務
建
設

厚
生
教
育

厚
生
教
育

■
８
月

■
８
月
2121
日
開
催

日
開
催

　
指
定
水
道
工
事
事
業
者
と

は
、
水
道
法
に
基
づ
き
給
水

装
置
の
構
造
や
材
質
が
政
令

で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る

こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
、

水
道
事
業
者
が
指
定
す
る
事

業
者
の
こ
と
で
あ
り
、
給
水

装
置
の
設
置
や
修
理
等
の
工

事
は
指
定
事
業
者
以
外
は
行

え
ず
、
ま
た
同
様
に
排
水
設

備
指
定
工
事
店
も
排
水
設
備

新
設
等
の
工
事
は
指
定
事
業

者
以
外
は
行
え
な
い
。
い
ず

れ
も
一
定
の
事
業
者
を
指
定

し
、
工
事
の
質
を
確
保
し
水

質
汚
濁
や
漏
水
、
公
共
下
水

道
へ
の
悪
影
響
を
防
止
す
る

重
要
な
役
割
が
あ
る
と
さ
れ

て
き
た
。

　
だ
が
、
能
登
半
島
地
震
で

は
指
定
工
事
事
業
者
で
な
け

れ
ば
工
事
を
行
う
こ
と
が
で

き
ず
、
長
期
に
渡
り
水
道
が

使
用
で
き
な
い
状
態
と
な
っ

■
７
月
７
日
開
催

■
７
月
７
日
開
催

　
国
の
物
価
高
騰
対
応
重
点

支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

を
活
用
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
食
料
品
高
騰
な
ど
の
物
価

高
騰
に
直
面
す
る
住
民
生
活

の
負
担
軽
減
お
よ
び
町
内
事

業
者
の
経
営
支
援
を
目
的
と

し
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
事

業
者
を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル

商
品
券
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
す
る
。

た
。

　
よ
っ
て
非
常
時
に
は
、
他

の
上
下
水
道
事
業
者
が
指
定

し
た
事
業
者
の
工
事
実
施
を

可
能
に
す
る
よ
う
条
例
改
正

を
行
う
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

問　

住
民
が
町
内
事
業
者
も

含
め
た
業
者
を
知
る
方
法
は
。

答　

町
内
事
業
者
は
22
社

（
７
月
末
時
点
）
で
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
。

発
災
直
後
に
お
け
る

　
　
　
　
　
水
道
B
C
P

　
近
年
、
各
地
で
地
震
が
発

生
し
、令
和
６
年
８
月
に「
南

海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
」

が
初
め
て
発
表
さ
れ
た
。

　
ど
の
よ
う
な
対
応
を
取
る

の
か
分
析
し
、
こ
れ
ま
で
想

定
し
て
い
た
初
動
対
応
や
臨

機
の
判
断
を
行
う
た
め
の
組

織
体
制
、
情
報
収
集
や
状
況

把
握
の
手
段
が
明
確
で
な
い

　
1
口
の
設
定
は
、
5
0
0
0

円
で
6
0
0
0
円
分
の
デ
ジ

タ
ル
商
品
券
を
購
入
で
き
、

一
人
4
口
ま
で
と
す
る
。

　
申
し
込
み
対
象
者
は
、
町

内
在
住
の
16
歳
以
上
の
方
で
、

申
込
期
間
は
、
令
和
7
年
10

月
1
日
か
ら
11
月
2
日
ま
で

（
11
月
４
日
ま
で
に
変
更
）

と
し
、
利
用
期
間
は
、
令
和

7
年
11
月
5
日
か
ら
令
和
8

年
1
月
31
日
ま
で
の
予
定
で

あ
る
。

こ
と
が
判
明
し
た
。
発
災
数

日
間
に
行
う
必
要
が
あ
る
施

設
維
持
や
復
旧
を
考
慮
し
た

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
た
。

　
初
動
対
応
と
し
て
応
急
体

制
の
確
立
、
状
況
把
握
と
収

集
し
た
情
報
で
対
応
を
検
討
、

配
水
施
設
の
系
統
と
管
路
の

把
握
、
取
水
、
浄
水
、
配
水

機
能
に
つ
い
て
情
報
収
集
を

し
た
う
え
で
、
施
設
停
止
等

の
判
断
を
す
る
。

　
今
後
、
災
害
時
に
施
設
が

損
傷
し
、
断
水
に
な
っ
た
と

し
て
も
早
期
の
復
旧
が
可
能

と
な
る
よ
う
マ
ニ
ュ
ア
ル
整

備
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
行
動
指
針
と
し
て
、
町
内

4
小
学
校
を
給
水
拠
点
と
し

て
整
備
を
進
め
、
配
水
可
能

な
管
路
の
ル
ー
ト
設
定
や
バ

ル
ブ
の
閉
止
判
断
お
よ
び
作

業
に
つ
い
て
も
マ
ニ
ュ
ア
ル

化
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
災
害
時
で
も
避
難
所
や
医

療
機
関
等
へ
の
給
水
を
行
え

る
よ
う
、
施
設
整
備
や
組
織

体
制
を
整
え
た
い
。

浄
水
施
設
内
面
防
水
工
事

　
に
お
け
る
修
繕
費
の
増
額

　
浄
水
施
設
で
あ
る
着
水
井
、

急
速
撹
拌
槽
、
沈
殿
池
の
塗

膜
防
水
を
行
う
た
め
の
工
事

と
し
て
、
令
和
7
年
度
お
よ

び
令
和
8
年
度
の
債
務
負
担

行
為
に
よ
り
予
算
措
置
を
行

い
、
令
和
7
年
8
月
に
入
札

に
付
し
た
。
防
水
工
を
主
た

る
工
種
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
建
築
工
事
と
し
て
積
算

し
て
い
た
が
、
業
者
か
ら
の

質
問
が
あ
り
、
水
道
施
設
工

事
で
の
経
費
区
分
が
適
当
で

あ
る
と
の
考
え
に
よ
り
入
札

を
中
止
し
た
。

　
予
算
額
に
大
幅
な
変
更
が

生
じ
る
た
め
、
予
算
お
よ
び

債
務
負
担
行
為
額
の
増
額
を

行
う
。

　

再
発
防
止
策
と
し
て
は
、

シ
ス
テ
ム
で
の
設
計
書
デ
ー

タ
の
引
用
は
原
則
、
行
わ
な

い
も
の
と
す
る
。

災
害
時
等
の
水
道
復
旧
支
援
受
け
入
れ

デ
ジ
タ
ル
商
品
券
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
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【
主
な
質
疑
応
答
】

問　

高
齢
者
に
と
っ
て
は
、

申
込
方
法
が
難
し
い
と
思
う

が
、
対
応
・
対
策
は
ど
う
す

る
の
か
。

答　

相
談
窓
口
を
設
け
、
平

日
や
土
日
に
も
窓
口
に
行
き

や
す
い
状
態
を
整
え
た
い
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
場
所
は
役

場
と
土
山
駅
南
交
流
ス
ペ
ー

ス
き
っ
ず
な
ホ
ー
ル
を
考
え

て
い
る
。

問　
4
口
申
し
込
ま
れ
た
人

が
多
数
あ
っ
て
1
口
も
買
え

な
か
っ
た
人
が
出
て
は
、
住

民
負
担
軽
減
と
い
う
こ
と
か

ら
離
れ
て
し
ま
う
の
で
、
広

く
み
ん
な
に
行
き
渡
る
よ
う

な
検
討
は
あ
っ
た
の
か
。

答　

考
え
て
い
る
の
は
、
1

口
目
を
申
込
者
全
員
に
配
り
、

次
に
2
口
目
を
配
っ
て
い
く

と
い
う
設
定
を
考
え
て
い
る
。

大
池
堤
体
改
修
工
事

　
古
宮
大
池
西
側
に
位
置
す

る
堤
体
部
の
第
2
期
工
事
と

し
て
、
延
長
約
267
m
の
改
修

工
事
で
、
西
側
の
ブ
ロ
ッ
ク

積
み
工
な
ど
と
南
側
の
法
面

保
護
工
、
全
工
区
の
舗
装
工

と
転
落
防
止
柵
の
工
事
を
行

う
。

　
法
面
部
を
ブ
ロ
ッ
ク
積
み

で
施
工
す
る
こ
と
に
よ
り
、

法
面
の
安
定
を
確
保
し
、
堤

頂
部
の
通
路
を
少
し
広
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
両

サ
イ
ド
に
転
落
防
止
柵
を
設

置
し
、
安
全
性
も
向
上
す
る
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

問　

池
の
中
に
ヘ
ド
ロ
が
あ

る
と
思
う
。
ヘ
ド
ロ
の
対
策

は
す
る
の
か
。

答　

池
の
中
に
関
し
て
は
、

一
部
草
抑
え
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
施
工
は
す
る
が
、
ヘ
ド

ロ
の
回
収
は
し
な
い
。
過
去

に
、
県
に
お
い
て
ヘ
ド
ロ
を

集
め
て
、
公
園
予
定
地
の
土

地
が
で
き
て
い
る
。

　
今
後
、
水
利
組
合
と
協
議

し
、
状
況
に
よ
っ
て
は
掻
い

掘
り
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

■■
88
月月
2121
日
開
催

日
開
催

塵
芥
収
集
車
購
入

　
本
町
の
ご
み
収
集
業
務
は
、

3
ト
ン
か
ら
5
.
5
ト
ン
ま

で
の
塵
芥
収
集
車
6
台
お
よ

び
ダ
ン
プ
2
台
で
実
施
し
て

い
る
。
こ
の
う
ち
、
平
成
25

年
に
購
入
し
た
塵
芥
収
集
車

が
、
購
入
か
ら
12
年
を
経
過

す
る
た
め
新
た
に
購
入
す
る
。

　
購
入
す
る
車
両
は
、
150
Ｐ

Ｓ
以
上
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン

ジ
ン
車
と
し
、
バ
ッ
ク
カ
メ

ラ
・
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
・

衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
装

置
等
を
装
備
す
る
。

　
納
入
期
限
に
つ
い
て
、
塵

芥
収
集
車
は
納
車
ま
で
1
年

半
を
要
す
る
状
況
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
納
期
を
令
和
9

年
3
月
31
日
ま
で
と
す
る
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

問　

電
気
自
動
車
な
ど
も
あ

る
中
で
、
な
ぜ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

エ
ン
ジ
ン
な
の
か
。

答　

最
大
積
載
量
も
踏
ま
え
、

動
力
の
強
い
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ

ン
ジ
ン
を
選
ん
だ
。

問　

作
業
員
の
巻
き
込
ま
れ

な
ど
に
対
す
る
安
全
対
策
は
。

答　

緊
急
停
止
ボ
タ
ン
が
左

右
に
1
つ
ず
つ
と
、
後
ろ
下

部
に
1
つ
あ
る
。

東
部
コ
ミ
セ
ン

　
　
　
　
家
具
備
品
購
入

　
東
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
使
用
す
る
家
具
備
品

の
購
入
を
行
う
。

　
調
達
す
る
品
目
は
、
18
品

目
で
、
施
設
内
の
景
観
に
統

一
感
を
持
た
せ
る
た
め
、
品

目
に
よ
っ
て
同
一
メ
ー
カ
ー

の
製
品
で
統
一
す
る
よ
う
な

仕
様
に
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
入
札
に
お
い
て
は
、

同
等
品
と
し
て
の
取
扱
い
を

明
確
に
す
る
た
め
に
、
数
社

の
メ
ー
カ
ー
を
指
定
す
る
と

と
も
に
、
商
品
の
指
定
も
行

っ
て
い
る
。
こ
の
入
札
方
法

は
、
兵
庫
県
で
も
導
入
さ
れ

て
い
る
手
法
で
あ
る
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

問　

東
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
に
机
や
イ
ス
な
ど
を

購
入
す
る
が
、
使
え
る
も
の

は
持
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
。
使
え
る
使
え
な
い

の
判
断
は
ど
う
す
る
の
か
。

答　

東
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
屋
内
に
は
、
今
回
調

達
し
た
新
し
い
も
の
を
置
き
、

屋
外
で
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

は
、
従
来
か
ら
あ
っ
た
物
を

使
う
と
い
う
使
い
分
け
を
想

定
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

　
　
　
定
期
接
種
の
変
更

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
、
令
和
6
年
度
か
ら
定

期
接
種
化
さ
れ
、
65
歳
以
上

の
方
と
、
60
歳
以
上
か
ら
64

歳
で
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い

方
を
対
象
と
し
て
い
る
。

　
令
和
7
年
度
の
定
期
接
種

に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
か

ら
令
和
6
年
度
に
行
わ
れ
て

い
た
8
3
0
0
円
の
接
種
費

用
の
国
か
ら
の
助
成
を
実
施

し
な
い
旨
の
連
絡
が
あ
っ
た
。

　
近
隣
市
町
や
医
師
会
と
も

協
議
を
行
い
、
接
種
費
用
を

1
1
0
0
0
円
と
す
る
。
た

だ
し
、
町
民
税
非
課
税
世
帯

お
よ
び
生
活
保
護
受
給
世
帯

の
方
は
自
己
負
担
な
し
で
接

種
で
き
る
。

　
接
種
期
間
は
、
令
和
7
年

10
月
1
日
か
ら
令
和
8
年
3

月
31
日
ま
で
と
す
る
。

　
接
種
回
数
は
、
実
施
期
間

中
に
1
回
で
あ
り
、播
磨
町・

加
古
川
市
・
稲
美
町
・
高
砂

市
・
明
石
市
の
協
力
医
療
機

関
へ
直
接
予
約
し
接
種
を
受

け
る
方
法
と
な
り
、
令
和
6

年
度
と
変
更
は
な
い
。
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表
紙
の
題
字
は

表
紙
の
題
字
は
私私
が
書
き
ま
し
た

が
書
き
ま
し
た

み
ん
な
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　

播
磨
町
に
は
Ｊ
Ｒ
土
山
駅
と
い
う
駅
が
あ
り
、

毎
年
冬
に
は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
点
灯
し
て
い

ま
す
。
毎
年
設
定
さ
れ
る
思
い
の
こ
も
っ
た
言
葉

や
、
や
よ
い
ち
ゃ
ん
や
い
せ
き
く
ん
な
ど
の
デ
ザ

イ
ン
が
光
り
照
ら
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
播
磨
町

の
魅
力
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
は
、
地
域
の
人
や
学
生
さ
ん
な
ど
が
協

力
し
て
作
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
私
は
、
そ
ん
な

Ｊ
Ｒ
土
山
駅
を
多
く
の
人
に
楽
し
み
な
が
ら
利
用

し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
播

磨
町
に
住
ん
で
い
る
人
に
も
、
訪
れ
た
人
に
も
播

磨
町
の
良
さ
を
た
く
さ
ん
知
っ
て
も
ら
っ
た
り
、

私
た
ち
も
播
磨
町
の
こ
と
を
伝
え
た
り
し
て
い
き

た
い
で
す
。

季節の花言葉は、
「誠実」「正義感」です。

竜胆
（リンドウ）

季節
の花言葉

　令和７年７月発行の「はりま議会だより」２６９号の１２ページ「表紙の題字は私が書きました」で、
作者である奥田彩夏さんのお名前の漢字に誤りがありました。
　奥田彩夏さんをはじめ、ご家族の皆さま、関係各位、そして、読者の皆さまにご迷惑をおかけしまし
たことをお詫びするとともに、ここに訂正させていただきます。　　

（正）奥田　彩夏さん　（誤）奧田　綾香さん　

　議会と身近な課題について語り合う機会として、各会場に議員が伺い「議会報告会」を下記の日時に
開催します。日ごろの議会活動の報告を行う予定です。どなたでも参加できますので、ご都合のよい会
場にお越しください。

令和７年
１１月　８日（土）午後７時～８時３０分 西部コミセン（２班）
令和７年
１１月１５日（土）午後７時～８時３０分 東部コミセン（１班）

南部コミセン（２班）
令和７年
１１月１６日（日）午後７時～８時３０分 野添コミセン（１班）
◎班構成　【１班】　岡田議長　　大瀧議員　神吉議員　竹内議員　細田議員　宮宅議員
　　　　　【２班】　河野副議長　浅原議員　板谷議員　大北議員　奥田議員　木村議員　藤原議員

お詫びと訂正

議会報告会のご案内

　

今
夏
も
猛
烈
な
暑
さ
が
続
き
熱
中
症
の
危
険
と

隣
合
わ
せ
の
夏
で
し
た
。

　
よ
う
や
く
秋
ら
し
い
日
も
増
え
て
き
ま
し
た
が
、

通
年
通
し
て
の
気
温
の
高
さ
や
動
き
や
す
さ
の
観

点
か
ら
も
軽
装
が
好
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
着

こ
な
し
が
時
に
は
、
だ
ら
し
な
く
感
じ
る
こ
と
や
他

者
に
不
快
感
を
与
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

環
境
省
が
推
奨
す
る
「
脱
炭
素
に
つ
な
が
る
新

し
い
豊
か
な
暮
ら
し
を
創
る
国
民
運
動
」
の
一
環
と

し
て
オ
フ
ィ
ス
服
装
改
革
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

衣
服
の
生
産
か
ら
着
用
・
廃
棄
に
至
る
ま
で
、
環

境
負
荷
を
考
慮
し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
推
奨
す
る
も

の
で
す
。

　
服
装
を
整
え
る
こ
と
で
、
見
た
目
も
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
た
柔
ら
か
い
雰
囲
気
を
与
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
活
性
化
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
向
上
に
寄
与
す

る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
播
磨
町
議
会
で
も
「
通
年
軽
装
（
ナ

チ
ュ
ラ
ル
ビ
ズ
）
実
施
」
を
始
め
ま
し
た
。
個
性
を

尊
重
し
つ
つ
、
相
手
も
自
分
も
気
持
ち
の
良
い
服
装

を
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。　

�

（
大
北
）
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